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研究成果の概要 

本研究では、免疫細胞が持つ、「異物を見つける」「異物の情報を伝える」「異物を退治する」などの

機能を理解し、「マイクロデバイス・生体材料」などの工学技術と融合することによって、早期のがん

診断とがん治療を達成する免疫細胞モジュールを開発することを目的とする。本年度は、免疫細胞の遊

走や形状を指標としてがん細胞の感知が可能であるかどうかの検証を行った。具体的には、免疫細胞に

対して、様々な種類のがん細胞をそれぞれ培養した際の培養上清を添加し、免疫細胞の形状に関する各

種パラメータを評価した。その結果、特定のがん細胞の培養上清で刺激を受けた免疫細胞の形状パラメ

ータがコントロール実験や他種のがん細胞の上清で刺激を受けた免疫細胞に比べて低くなる傾向であ

ることを明らかにした。一方、他のがん細胞の培養上清で刺激を受けた免疫細胞については、コントロ

ール実験と同様の形状パラメータを示し、現状では、免疫細胞の形状を基にがんを感知することが困難

であることを確認した。しかし、観察画像ではコントロール実験との形状パラメータの違いが認められ

たため、形状を評価する指標を改めて検討し比較・評価を実施することを試みる予定である。 

また、マイクロ加工技術を用いて、細胞の遊走を評価するためのマイクロデバイスを構築した。この

マイクロデバイスは、独立した 2つの培養チャンバがあり、そのチャンバ間を微細な流路でつないだ形

状である。片側のチャンバに免疫細胞を培養し、もう一方のチャンバに各種がん細胞の培養上清を添加

した結果、がんの培養上清によって刺激を受けた免疫細胞はコントロール実験と比較して移動量が大

きくなり、がん種に応じて移動方向も変わることを明らかにした。今後は、がん種に応じた免疫細胞の

移動量・移動方向の挙動について評価を進める予定である。 
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